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TEL:075-211-5371  Mail: info@jcp-kyoto.jp
日本共産党京都府委員会は上記の見解を発表しました。

5.3兆円･30年後の新幹線より、身近な在来線の充実を
耐震化･防災対策、上下水道の老朽化対策を優先する政治に
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北陸新幹線京都延伸
計画への不同意

ー

2022年
10月

北陸新幹線京都延伸
計画の中止

ー
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注1）「民主」は民主・市民フォーラム。 注2）井﨑敦子議員以外の無所属議員の態度は割愛している。

◍府内で20以上結成された住
民運動団体と連携し、住民の
声を行政や議会に届ける。

◍2016年9月府議会以来、財
政負担や環境破壊などの問題
点を繰り返し追及し、府民に
情報提供。

◍残土問題や地下水への影響、
車両基地の問題点など各自治
体議員団が連携して論戦。

府民の運動と世論の高まり、党の論戦に追いつめられた結果、他党も賛成して「市内の工事着工を認
めない」決議（南丹市議会）、「京都市内大深度トンネルルートへの反対」を表明する決議（京都市
議会）が上がるなど変化をつくり出しています。さらに、在来線の拡充を願う住民の世論によって、
特急「サンダーバード」の拡充などを求める意見書（京都府議会・京都市議会）が採択されました。



アレルギー性鼻炎薬やアトピー性皮膚炎の治療
薬、リウマチの鎮痛剤など、病院で処方される薬
（OTC類似薬）を「薬局で買え」と保険適用をはず

そうとしています。維新の会はこれで１兆円の患
者負担増を狙っています。

自民・公明・維新の３党は、「医療費４兆円削減」に合意し、空前のベッド削減やOTC類似薬の保険外しを
狙っています。これに国民民主党も賛同。現役世代の負担軽減といいながら、全世代に医療費の負担増を押し
付けるものです。

「（自己判断による市販薬の使用は）結
果として治療が遅れて合併症などを引き
起こし、かえって高額な医療費が発生す
るリスクがある」

コロナ禍で、入院できずに在宅や入所施設での留め置きが起
きたことに無反省な姿勢は許されません。7割近くの病院が
赤字経営になっているもとで、公費投入による支援と、医
師・看護師不足の解消に向けたケア労働者の処遇改善を、国
の責任で行うことこそ求められています。

日本経団連も、現役世代の
負担抑制には、「富裕層を
含む上位層の所得税等の負
担の拡充」で５兆円程度の

財源確保を提言しています
（2024.12「フューチャー
デザイン2040」）
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7.20審判くだし止めよう

保険の適用除外になれば、子どもの医療費助成の対象
                                                                                                           からも外れます。長期間の治療が必要なアレルギー疾患
などの薬代が大幅に増え、「現役世代」の負担も大きく膨らみます。歴代の子育て世代の運動で一歩一歩
拡充してきた子どもの医療費無料化を後退させないためにも、自公と維新・国民民主による改悪を許さな
いたたかいが必要です。

日本共産党の女性現職は、コロナ禍で寄せられた医療・福祉現場の声や、事
業者・労働者の悲鳴を受け止め、「医療機関への直接支援」、「いのちがけ
でがんばっているケア労働者の賃上げこそ」と政府に迫ってきました。
とことん現場に寄り添う女性現職とともに、「ケアに手厚い」社会の実現へ
力を合わせましょう。

「このまま支援がなければ、大学病院
はまちがいなくつぶれてしまう。」
（7/9記者会見）

アメリカに言われるままに増大する防衛費。余りにも異常な大軍拡
を止め、社会保障や教育など暮らし・福祉の予算を抜本的に拡充す
る政治に変えましょう。
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